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平成23年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異 

及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 
 
 
平成22年５月６日に公表いたしました平成23年３月期第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月

30日）の業績予想における予想値と比較して、本日公表の決算において差異が生じるとともに、特別損失を計上いたし

ましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．平成23年３月期第２四半期連結累計期間業績予想数値と実績値との差異（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 

 （単位：百万円） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り
四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 48,600 1,200 1,100 180 7円 46銭

今回実績値 （Ｂ） 47,163 905 760 △143 △5円97銭

増減額（Ｂ－Ａ） △1,437 △295 △340 △323 ―

増減率（％） △3.0 △24.6 △30.9 ― ―
（ご参考）前期第２四半期実績 
（平成22年３月期第２四半期） 47,189 1,096 1,001 165 8円 51銭

 

２．差異が生じた理由 

当第２四半期累計期間の業績につきましては、春先の天候不順や梅雨明け後に記録的な猛暑が続いたことなどによ

り、売上高は当初予想を下回りました。 

利益につきましては、販売競争の激化に伴う積極的な販売活動を図りましたが売上高が下回ったことと、原材料価

格やエネルギーコストの高止まりなどにより当初予想を下回りました。 

 

３．特別損失の計上 

 当社及び一部の連結国内子会社は、確定拠出年金法の施行に伴い、平成 23 年４月に適格退職年金制度の全部につ

いて確定拠出年金制度への移行が確定したため、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用

指針第１号）を適用しております。 

 本移行に伴い、当社単体において483百万円、連結において521百万円の退職給付制度改訂損を特別損失に計上し

ております。 

 

以 上 


